
　秋篠宮ご夫妻が６月17日、本市をご訪問されました。秋篠宮ご夫妻は、津波被害
を受けた平豊間地区やアクアマリンふくしまを視察された後、避難所を訪れ、避難
している方々に励ましのお声を掛けられました。

ＩＷＡＫＩアロハ・第４弾を販売

農林水産業復興応援ポータル
サイト「うまいべ！いわき」
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　　　　　　　農政水産課農業企画係　☎22－7471
　原子力発電所事故による風評被害により、本市の
農林水産業は非常に厳しい状況にあります。市では、
このような状況を打破するため、本市の農林水産業
復興応援ポータルサイト「うまいべ！いわき」を立
ち上げました。
　当サイトでは、各種イベントの情報、いわき産農
産物の情報、市内生産者の紹介をはじめ、本市農林
水産業に関するさまざまな情報をお届けします。

　フラガールを応援する会では、今年もいわきオリ
ジナルアロハシャツ「IWAKIアロハ」を販売するこ
とになりました。今回は、昨年決定したデザインに
改良を加えるとともに、東日本大震災からの復興や
原子力発電所事故による風評被害の打破に向けた思
いを込めて、胸の部分に「がんばっぺ！いわき」
の文字が入っています（７月末の販売開始予定）。
※詳しくは、フラガールを応援する会事務局（㈳い
　わき観光まちづくりビューロー）☎44－6545へ。

　　　　　　　　　ポールラッシュ　ドリーム　プ
　　　　　　　　ロジェクト「世界最大級のオル
ゴール＆野外バレエの競演」が、南の森スポーツ
パークで開催されま
した。
　世界最大級のオル
ゴール「ポール・
ラッシュ」の自動演
奏とともに、３人の
一流バレエダンサー
による踊りが披露さ
れ、オルゴールの優
しく温かい音色が流
れる中で繰り広げら
れる優雅なバレエは、
訪れた多くの方々を
魅了していました。

６/４

　　　　　　　　　　震災後３カ月後にあたるこの日
　　　　　　　　　に「灯そうふくしまに光を」が道
の駅よつくら港で開催されました。
　キャンドルアーティス
トのキャンドルジュンさ
んをゲストに迎え、参加
した皆さんは、キャンド
ルに小さな火を灯すこと
で、亡くなった方を弔い
ながら、復興に願いを込
めていました。

６/ 11

▲キャンドルが敷き詰められた
　「道の駅よつくら港」

開設

いわき市HP 携帯用HP

休日当番医・日曜当番医・休日歯科診療はP19をご覧ください。

東日本大震災関連特集‥‥‥‥‥‥‥２～７
公共施設などの再開状況‥‥‥‥‥‥８・９
放射線について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10・11
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内
閣
総
理
大
臣
へ
要
望

　

首
相
官
邸
に
お
い
て
菅
直
人

内
閣
総
理
大
臣
と
面
会
し
、
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
災
害
の

一
刻
も
早
い
収
束
、
が
れ
き
処

理
の
基
準
と
処
理
方
法
の
早
期

決
定
な
ど
を
は
じ
め
、
五
項
目

百
九
事
項
に
わ
た
っ
て
要
望
し

ま
し
た
。

主
な
要
望
事
項

•
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
災

　

害
の
一
刻
も
早
い
収
束
に
向

　

け
た
取
り
組
み
と
、
ホ
ッ
ト

　

ス
ポ
ッ
ト
対
策
を
含
め
た
放

　

射
線
量
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

　

国
と
し
て
、
継
続
的
・
一
元

　

的
に
実
施
す
る
こ
と

•
法
人
事
業
所
税
、
固
定
資
産

　

税
の
減
免
に
対
す
る
支
援
、

　
市
で
は
現
在
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
再
建
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
む
と
と
も
に
「
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
最

大
限
確
保
す
る
こ
と
」
「
震
災
前
以
上
に
活
力
を
備
え
た
ま
ち

を
創
造
す
る
こ
と
」
を
目
指
し
て
、
復
興
へ
の
歩
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
本
市
災
害
対
策
本
部
の
陣
頭
指
揮
に
立

つ
市
長
自
ら
が
、
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
駆
使
し
、
国
会
議
員
を
は

じ
め
、
国
・
県
や
関
係
機
関
な
ど
に
働
き
か
け
を
行
う
と
と
も

に
、
文
書
に
よ
る
要
望
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
六
月
六
日
、

市
長
自
ら
が
上
京
し
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
関
係
大
臣

に
対
し
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
そ
の
緊
急
要
望
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

公
共
施
設
や
自
治
会
・
町
内

　

会
が
所
有
す
る
集
会
施
設
の

　

補
修
等
に
要
す
る
経
費
に
対

　

す
る
支
援
な
ど
を
含
め
た
財

　

政
支
援
を
行
う
こ
と

•
電
気
事
業
法
に
よ
る
電
気
の

　

使
用
制
限
の
適
用
か
ら
本
市

　

を
除
外
す
る
こ
と

•
そ
の
他
、
福
島
第
一
原
子
力

　

発
電
所
災
害
に
関
す
る
適
正

　

な
補
償
の
実
施
、
風
評
被
害

　

の
解
消
、
小
名
浜
港
の
早
期

　

復
旧
・
整
備
等
を
要
望

　

要
望
に
対
し
、
菅
総
理
か
ら

は
、
原
発
収
束
は
工
程
表
ど
お

り
の
実
施
を
目
指
し
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
や
が
れ
き
処
理
も
地
域

の
声
を
聞
い
て
し
っ
か
り
進
め

て
い
く
と
の
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

いわき市長が
内閣総理大臣と関係大臣へ
　　　　　　　　緊急要望

いわき市長が
内閣総理大臣と関係大臣へ
　　　　　　　　緊急要望

　

向
け
た
取
り
組
み
へ
の
支
援

　

を
実
施
す
る
こ
と

•
水
産
物
お
よ
び
水
産
加
工
品

　

の
迅
速
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検

　

査
を
実
施
す
る
こ
と

•
被
害
を
受
け
た
漁
港
区
（
お

　

よ
び
漁
港
）
、
市
場
施
設
、

　

船
舶
等
お
よ
び
農
業
生
産
活

　

動
に
対
し
最
大
限
の
支
援
を

　

実
施
す
る
こ
と

厚
生
労
働
大
臣
へ
要
望

　

厚
生
労
働
省
で
細
川
律
夫
大

臣
と
面
会
し
、
住
民
の
安
全
・

安
心
を
高
め
る
た
め
の
医
師
の

確
保
を
は
じ
め
、
五
項
目
二
十

九
事
項
に
わ
た
っ
て
要
望
し
ま

し
た
。

主
な
要
望
事
項

•
市
民
の
安
全
・
安
心
を
高
め
、

　

浜
通
り
地
区
の
医
療
体
制
の

　

維
持
・
充
実
を
図
る
た
め
に

　

は
、
料
金
の
無
料
化
や
大
幅

　

割
引
の
実
施
等
を
検
討
す
る

　

こ
と
。
ま
た
、
今
後
の
災
害

　

に
備
え
て
、
国
道
六
号
バ
イ

　

パ
ス
の
さ
ら
な
る
機
能
強
化

　

を
図
る
こ
と

農
林
水
産
大
臣
へ
要
望

　

農
林
水
産
省
で
鹿
野
道
彦
大

臣
と
面
会
し
、
国
の
責
任
に
よ

る
き
め
細
や
か
な
空
間
、
土
壌
、

海
水
、
海
底
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
実
施
を
は
じ
め
、
六
項
目
十

四
事
項
に
わ
た
っ
て
要
望
し
ま

し
た
。

主
な
要
望
事
項

•
国
の
責
任
に
よ
り
、
き
め
細

　

や
か
な
空
間
、
土
壌
、
海
水
、

　

海
底
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

　

を
実
施
す
る
こ
と

•
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を
踏
ま

　

え
、
農
林
水
産
業
の
再
生
に
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経
済
産
業
大
臣
へ
要
望

　

経
済
産
業
省
で
海
江
田
万
里

大
臣
と
面
会
し
、
電
気
の
使
用

制
限
か
ら
の
本
市
の
除
外
な
ど
、

六
項
目
二
十
七
事
項
に
わ
た
っ

て
要
望
し
ま
し
た
。

主
な
要
望
事
項

•
電
気
事
業
法
に
よ
る
電
気
の

　

使
用
制
限
の
適
用
か
ら
本
市

　

を
除
外
す
る
こ
と

•
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制

　

の
整
備
（
特
に
、
市
境
域
で

　

の
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス

　

テ
ム
の
整
備
）
を
図
る
こ
と

•
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
災

　

害
に
関
す
る
適
正
な
補
償
を

　

速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と

•
将
来
の
復
興
に
つ
な
が
る
中

　

小
企
業
等
へ
の
支
援
、
商
工

　

業
・
観
光
産
業
に
対
す
る
支

　

援
等
を
実
施
す
る
こ
と

国
土
交
通
大
臣
へ
要
望

　

国
土
交
通
省
で
大
畠
章
宏
大

臣
と
面
会
し
、
土
砂
災
害
や
宅

地
災
害
の
復
旧
に
当
た
り
、
補

助
率
の
か
さ
上
げ
や
採
択
要
件

の
緩
和
の
実
施
を
は
じ
め
、
五

項
目
三
十
事
項
に
わ
た
っ
て
要

望
し
ま
し
た
。

主
な
要
望
事
項

•
土
砂
災
害
や
宅
地
災
害
の
復

　

旧
に
当
た
り
、
補
助
率
を
か

　

さ
上
げ
し
採
択
要
件
を
緩
和

　

す
る
こ
と

•
小
名
浜
港
の
早
期
復
旧
、
小

　

名
浜
港
東
港
地
区
の
早
期
供

　

用
開
始
に
向
け
た
整
備
を
促

　

進
す
る
こ
と

•
交
流
人
口
の
拡
大
や
地
域
経

　

済
の
活
性
化
に
重
要
な
役
割

　

を
果
た
す
常
磐
自
動
車
道
、

　

磐
越
自
動
車
道
等
に
つ
い
て

　

も
、
本
市
医
師
の
確
保
を
図

　

る
こ
と

•
水
道
施
設
の
耐
震
性
強
化
の

　

た
め
の
財
源
措
置
を
講
じ
る

　

こ
と

•
水
道
局
が
独
自
に
水
道
水
の

　

検
査
を
実
施
で
き
る
よ
う
、

　

放
射
性
物
質
検
査
機
器
を
設

　

置
す
る
こ
と

•
短
期
的
な
つ
な
ぎ
雇
用
で
は

　

な
く
、
長
期
的
・
継
続
的
な

　

雇
用
と
な
る
雇
用
創
出
事
業

　

の
創
設
な
ど
、
抜
本
的
な
雇

　

用
対
策
を
実
施
す
る
こ
と

　
　

◇　

◇　

◇　

◇

　

市
で
は
、
震
災
直
後
か
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
確
保
や
市
民
生
活
の
安
定

に
向
け
た
復
旧
作
業
に
全
力
で

取
り
組
む
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
頻
繁
に
国
や
県
等
に
対
し
、

震
災
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
要
望

活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
い
わ
き
の
再
生
と

復
興
に
向
け
て
取
り
組
む
た
め
、

既
存
の
法
令
・
制
度
等
、
従
来

の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
政

策
立
案
と
早
期
・
確
実
な
具
現

化
な
ど
、
市
単
独
で
は
困
難
な

事
柄
に
つ
い
て
の
実
施
や
、
市

の
取
り
組
み
へ
の
支
援
を
国
等

に
対
し
求
め
て
い
き
ま
す
。

電気の使用制限からの除外を

小名浜港の早期復旧を

きめ細やかなモニタリング検査
の実施を

住民の安全・安心を

東日本大震災関連特集



市
民
の
皆
さ
ん
が
共
有
で
き
る

復
興
の
姿
を
明
確
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

国
・
県
や
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

基
本
的
な
方
針
等
に
つ
い
て
は

９
月
末
を
、
具
体
的
な
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
は
年
内
を
目
途

に
取
り
ま
と
め
ま
す
。

な
ど
を
図
る
た
め
「
復
興
支
援

室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

復
旧
・
復
興
計
画
検
討
委
員

　
会
・
市
民
委
員
会
を
設
置

　

今
回
の
震
災
に
対
し
、
的
確

か
つ
適
切
に
対
応
し
た
計
画
と

す
る
た
め
、
各
分
野
に
お
け
る

専
門
家
を
交
え
た
「
復
旧
・
復

興
計
画
検
討
委
員
会
」
と
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
計
画
に

反
映
さ
せ
る
た
め
「
復
旧
・
復

興
計
画
市
民
委
員
会
」
を
設
置

し
ま
す
。

復
興
連
絡
調
整
会
議
を
設
置

　

国
、
県
お
よ
び
市
内
の
関
係

機
関
・
団
体
が
一
堂
に
会
し
、

必
要
な
連
絡
・
調
整
を
行
う

「
復
興
連
絡
調
整
会
議
」
を
設

置
し
ま
す
。

○
復
旧
・
復
興
計
画
の
策
定

　

単
に
以
前
の
水
準
に
戻
す
だ

け
で
は
な
く
、
い
わ
き
を
よ
り

よ
い
ま
ち
に
し
て
い
く
に
は
、
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い
わ
き
の

再
生
と
復
興
に
向
け
て

○
新
た
な
組
織
体
制
の
構
築

　

い
わ
き
の
再
生
と
復
興
に
向

け
、
関
係
機
関
・
団
体
が
連
携

し
、
一
体
的
に
取
り
組
む
た
め

の
組
織
体
制
な
ど
を
整
備
し
、

市
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

市
東
日
本
大
震
災
復
興
本
部

　
を
設
置

　

全
庁
一
丸
の
取
り
組
み
を
推

進
す
る
た
め
、
市
長
を
本
部
長

と
す
る
「
市
東
日
本
大
震
災
復

興
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

復
興
監
お
よ
び
復
興
支
援
室

　
を
設
置

　

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
統
括
す
る

「
復
興
監
」
を
置
く
と
と
も
に
、

被
災
者
の
生
活
再
建
に
向
け
た

全
庁
的
な
各
種
支
援
策
の
推
進

　
市
で
は
、
〝
い
わ
き
〞
の
再
生
と
復
興
に
向
け
て
「
安
全
・
安
心
の
確
保
」
と
「
さ

ら
に
活
力
を
備
え
た
ま
ち
の
創
造
」
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
「
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
の
概
要
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

”い
わ
き
の
再
生
と
復
興
に
向
け
て
“

”い
わ
き
の
再
生
と
復
興
に
向
け
て
“

市民の安全・
安心の最大限の

確保

震災前より
さらに活力を
備えたまちの

創造

計画の策定に当たり
特に重視する考え方

津波の被害を受けながらも、仮営業を続ける「道の駅よつくら港」

東日本大震災関連特集

　

復
興
に
向
け
、
特
に
重

　

点
的
に
取
り
組
む
事
項

　

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の

確
保
、
さ
ら
に
活
力
を
備
え
た

ま
ち
の
創
造
に
向
け
、
市
民
生

活
・
地
域
経
済
な
ど
の
広
範
囲

な
分
野
に
わ
た
っ
て
、
中
長
期

的
展
望
に
立
ち
な
が
ら
、
市
政

各
般
に
係
る
施
策
展
開
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に

お
い
て
、
と
り
わ
け
〈
図
２
〉

に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

重
点
的
に
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
（
図
２
参
照
）
。

特
集
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市
民
の
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
と
地
域
経
済
の

再
建
に
向
け
て

　

ま
ず
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
再
建
を
第
一
と
考
え
、
本
格

的
な
復
興
へ
移
行
す
る
ま
で
の

当
面
の
間
、
一
日
で
も
早
い
市

民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
と
地
域
経
済
の
再
建
に

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す

（
図
１
参
照
）
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

行
政
経
営
課

　

行
政
経
営
係

　

 

☎
22
・
７
４
１
０

１　津波等により甚大な被害を受けた沿岸域等
　の復興に向けた取り組み
　　津波被害の大きかった沿岸域について、地域
　住民の皆さんとの意見交換を行いながら、国・
　県と一体となり、復旧・復興に向けた方策を取
　りまとめます。

２　地域力の再生・強化に向けた取り組み
　　地域力を再生・強化する方策を検討しながら、
　地域力の拠点となる支所や公民館等を軸とした
　公共施設のあり方も取りまとめます。

３　地域産業の再生・復興に向けた取り組み
　　地域産業をどのような形で再生させるのか、
　いわきの地域資源を最大限に活用した環境・エ
　ネルギー分野などの新たな産業モデルの展開と
　併せ、その方策を取りまとめます。

４　都市魅力の再生・復興に向けた取り組み
　　観光業を中心に深刻な打撃を受けていること
　から、いわきの魅力をどう再生させ、どう日本
　全国、さらには世界に発信していくのか、その
　方策を取りまとめます。

＜図１＞市民の安全・安心な暮らしと地域経済の再建に向けた当面の取り組み【概要】

＜図２＞復興に向け、特に重点的に取り組む事項

住まいと暮らしの再建

地域経済・産業の再建

安全・安心な地域づくり

本市を支える市民一人一人の安全と安心の
確保を最優先事項とし、市民の皆さんの住
まいと暮らしの再建に向けた総合的な支援
に取り組みます。

市民の暮らしの安心の基盤であり都市活力
の源となる地域経済の復興再生に向け、地
域企業の経営再建を支援するとともに、本
市産業の復興に取り組みます。

今回の震災の体験を教訓に、より災害に強
い社会基盤、都市基盤を整備するとともに、
地域力の強化を図り、災害対応力を高め、
安全で安心して暮らせるまちづくりを進め
ます。

①応急的な居住環境の早期確保
②こころと体の健康に関する支援
③生活再建に向けた支援
　・生活資金や住まいに関する支援
　・しごとに関する支援
④行政等サービスの機能回復

①農林水産業の再建
②商工業の再建
③観光の再建

①防災体制の構築
②都市基盤の復旧
③災害ごみ等の処理

東日本大震災関連特集



対
す
る
住
宅
の
一
時
提
供
の
申

請
、
中
小
企
業
者
に
対
す
る
金

融
支
援
等
に
関
す
る
相
談
業
務

等
を
一
カ
所
で
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
一
時
提
供
住
宅
へ
の
入

居
や
東
日
本
大
震
災
い
わ
き
市

義
援
金
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

県
内
で
最
初
に
開
始
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
原
発
事
故
に
関
し
て

は
、
い
わ
ゆ
る
三
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
圏
内
と
な
る
久
之
浜
・
大

久
地
区
お
よ
び
小
川
、
川
前
地

区
の
一
部
に
在
住
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
自
主
避
難
を
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
、
万
が
一
の
事
態

に
備
え
、
四
十
歳
未
満
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

併
せ
て
、
国
・
県
等
に
対
し

て
数
多
く
の
要
望
も
行
っ
て
お

り
、
特
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
大

き
な
不
安
を
感
じ
て
い
る
原
子

力
災
害
に
つ
い
て
は
、
速
や
か

な
事
故
の
収
束
を
求
め
、
市
民

不
安
の
解
消
と
風
評
被
害
の
払

拭
の
た
め
の
適
時
適
切
な
情
報

　

い
わ
き
市
議
会
五
月
臨
時
会

が
五
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
議
会
で
は
、
一
般
・
企

業
会
計
を
合
わ
せ
て
、
総
額
七

億
三
千
八
百
五
十
四
万
円
に
上

る
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、

十
七
議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

市
長
か
ら
の
行
政
報
告

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
本
市

　
の
被
害
お
よ
び
対
応
状
況
等

　
に
つ
い
て

　

本
市
は
、
三
月
十
一
日
に
発

生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
を

震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
九
・
〇
の
地
震
と
、
そ
れ
に

よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
大
津
波
、

ま
た
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原

広報いわき　23. 7　6

特
集

▶市中小企業等復旧・復興支援事業費補助金＝
　１億円
▶小・中学校支援事業費＝8,532万７千円
▶現年度発生災害復旧費（補助）＝6,113万１千円
▶浄化槽等被災状況実態調査事業費＝
　3,790万６千円
▶　「ふるさとだより」情報発信推進事業費＝
　2,899万７千円
▶水道事業会計＝１億9,470万５千円

主な補正予算

　「生活再建に伴う総合窓口」
の様子

ふ
っ

子
力
発
電
所
の
事
故
な
ど
に
よ

り
、
未
曽
有
の
災
害
に
見
舞
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
所
管
施
設
の
主
な
被
害
状

況
に
つ
い
て
は
、
本
庁
舎
で
一

階
市
民
棟
の
床
の
陥
没
や
天
井

材
の
一
部
崩
落
な
ど
が
あ
っ
た

こ
と
に
加
え
、
文
教
施
設
の
被

害
に
つ
い
て
は
、
小
・
中
学
校

で
百
十
一
校
、
幼
稚
園
で
十
五

園
、
公
民
館
で
二
十
七
館
、
社

会
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
保
育

所
で
三
十
所
に
及
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
道
路
や
河
川
な
ど

の
土
木
施
設
、
浄
化
セ
ン
タ
ー

や
清
掃
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
下
水

道
お
よ
び
清
掃
施
設
、
さ
ら
に

は
公
園
施
設
な
ど
、
広
範
な
分

野
に
わ
た
り
被
害
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　

本
市
で
は
地
震
直
後
速
や
か

に
市
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

全
組
織
を
挙
げ
た
体
制
で
災
害

対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
三
月
二
十
九
日
に
は
「
生

活
再
建
に
伴
う
総
合
窓
口
」
を

市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、

り
災
証
明
申
請
や
、
り
災
者
に

の
提
供
・
開
示
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
・
被
害
に
対
す
る
適
正
な
補

償
と
支
援
措
置
を
要
求
・
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
加
え
、

将
来
を
見
据
え
た
本
市
の
復

旧
・
復
興
に
向
け
た
歩
み
も
加

速
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
共
有
で

き
る
「
復
興
の
姿
」
を
明
確
に

す
る
こ
と
や
、
震
災
前
よ
り
も

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
創
造
的
復
興
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
の
考

え
に
立
ち
、
復
旧
・
復
興
計
画

を
取
り
ま
と
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
六
月
一

日
か
ら
は
新
た
な
組
織
体
制
等

を
整
備
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
行
政
が
一
体
と
な
り

「
オ
ー
ル
い
わ
き
」
に
よ
る
復

興
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
主
な
議
案

○
い
わ
き
市
災
害
弔
慰
金
の
支

　
給
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　
に
つ
い
て

　

所
得
が
一
定
額
未
満
の
世
帯

を
対
象
に
、
災
害
に
よ
り
住
居

や
家
財
に
著
し
い
被
害
を
受
け

た
場
合
な
ど
に
、
生
活
建
て
直

し
の
た
め
の
貸
し
付
け
を
行
う

「
災
害
援
護
資
金
貸
付
金
」
に

お
い
て
、
償
還
期
間
等
の
延
長

お
よ
び
利
率
の
引
き
下
げ
等
を

行
う
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

行政報告をする渡辺市長

市
議
会
５
月
臨
時
会
を
開
催

市
議
会
５
月
臨
時
会
を
開
催

し
ょ
く
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被災された方に対する問い合わせ窓口一覧

り

区　　　　分 相談窓口 担当課（連絡先）

り災、被災証明の申請受け付け

市被災救助費救助金・弔慰金、義援金
県罹災救助基金協議会の救助費等
災害弔慰金、災害障害見舞金
被災者生活再建支援制度
災害援護資金貸付制度
住宅の応急修理
損壊家屋等の解体撤去

被災商工業者に係る融資・補助制度

農業経営基盤強化資金
農家経営安定資金
天災資金

外国人相談窓口

ボランティア窓口

家庭から出た災害ごみ

国民年金保険料申請免除制度
国民健康保険一部負担金等免除
後期高齢者医療保険一部負担金等免除

介護保険料・介護保険利用料の減免

介護給付費等の額の特例および地域生活支
援事業の利用に係る手数料の減免

軽自動車等に係る課税停止申し立て

平成23年度軽自動車税の課税延期と納税証
明有効期間の延長

東日本大震災による被災車両の代替車両に
係る軽自動車税の非課税措置

下水道使用料、地域汚水処理施設使用料
下水道事業受益者負担金
農業集落排水処理施設使用料
農業集落排水事業分担金
水道料金
個人市県民税の減免

固定資産税等の減免

その他

税や保険料などの猶予・免除

事業者（商工業・農林水産業）向けの支援

被災された方などへの支援
市文化センター総合窓口ま
たは各支所

市文化センター総合窓口
市文化センター総合窓口

市文化センター総合窓口

国保年金課（アリオス別館）

市民協働課（アリオス別館）

長寿介護課（本庁舎）また
は各地区保健福祉センター

障がい福祉課（本庁舎）

市民税課（本庁舎）

排水対策課（本庁舎）

水道局料金課

市文化センター総合窓口ま
たは各地区保健福祉セン
ター

農政水産課（本庁舎）

市災害救援ボランティアセ
ンター（市社会福祉協議会）
環境整備課（本庁舎）

危機管理課（☎25－0500）

保健福祉課（☎22－7612）

建築指導課（☎22－7516）
環境整備課（☎24－4281、☎24－4282)

農政水産課（☎22－7470）

市民協働課（☎21－8104）

国保年金課国民年金係（☎21－8149）
国保年金課調査給付係（☎21－8138）
国保年金課高齢者医療係（☎21－8143）

長寿介護課（☎22－7616）

障がい福祉課（☎22－7486）

市民税課（☎22－7426、☎22－7427）
水道局料金課（☎22－9300、☎22－9301）

排水対策課（☎22－7519）

市民税課（☎22－7428）

商工労政課（☎22－7476）
産業・港湾振興課（☎22－1142）

市災害救援ボランティアセンター
（☎22－5501）
環境整備課（☎22－7440）

市文化センター総合窓口ま
たは各税務事務所・支所
※窓口開設は７月５日㈫から

資産税課（☎22－7430、☎22－7431、
☎22－7432、☎22－7433、☎22－7434)　
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一 般 会 計

　震災の影響により、施設・設備が損壊し修繕を要することや、がれき置き場や避難所に使用しているた
め、現在休館中の施設があります。市民の皆さんには、ご不便をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願
いします。なお、最新の状況については、市ホームページなどでお知らせしています。

※本庁市民課・市民協働課・市民生活課・国保年金課・市国際交流協会はアリオス別館へ、また小名浜地区保健
　福祉センター・小名浜区画整理事務所は小名浜武道館へ移転しています。

の影響により 施設 設備が損壊し修繕を要することや がれき置き場や避難所に使用しているた

公共施設などの再開状況（６月20日現在）

市役所・市民課窓口

市役所、各支所、本庁市民課、いわき駅前市民サービスセンター、中央台市民サービスセン
ター、泉市民サービスセンター、勿来窓口コーナー、磐崎窓口コーナー、大野窓口コーナー、入
遠野窓口コーナー

状　況

再開済

豊間市民サービスセンター、江名市民サービスセンター休所中

施　設　名　称

図書館

総合図書館、小名浜図書館、勿来図書館、常磐図書館、内郷図書館、四倉図書館
状　況
再開済

施　設　名　称

公民館

夏井公民館（会議室を除く）、草野公民館、赤井公民館（料理実習室を除く）、飯野公民館（料
理実習室を除く）、平窪公民館（展示室を除く）、神谷公民館、渡辺公民館（料理実習室を除
く）、鹿島公民館、植田公民館（料理実習室を除く）、勿来公民館、山田公民館（講堂を除
く）、川部公民館、常磐公民館（料理実習室を除く）、磐崎公民館（料理実習室を除く）、藤原
公民館、内郷公民館、大浦公民館、大野公民館、上遠野公民館、入遠野公民館、小川公民館、三
和公民館、川前公民館

状　況

再開済

中央公民館、豊間公民館、高久公民館、中央台公民館、小名浜公民館、江名公民館、泉公民館、
錦公民館、四倉公民館、好間公民館、田人公民館、久之浜公民館、大久公民館休館中

施　設　名　称

体育施設など

総合体育館、いわき陸上競技場（補助競技場を含む）、平テニスコート、平野球場、いわき弓道
場、南部アリーナ、南部テニスコート、南部スタジアム、いわきグリーンスタジアム、いわきグ
リーンフィールド、平体育館、平市民運動場、小名浜武道館、小名浜野球場、勿来体育館、勿来
市民運動場、関船体育館、関船弓道場、常磐市民運動場、内郷コミュニティセンター、四倉市民
運動場、小川市民運動場、田人市民運動場、久之浜市民運動場、小名浜港運動施設、いわき市民
プール、小名浜市民プール

状　況

再開済 21世紀の森公園テニスコート、小名浜市民運動場、内郷市民運動場、遠野市民運動場、好間多目
的広場、川前市民運動場、上三坂体育館、下三坂体育館、勿来弓道場、サン・アビリティーズ

休館中

施　設　名　称

一 般 会 計

観光・文化施設など

さはこの湯（お風呂のみ、休憩所は７月１日㈮から再開予定）、勿来関文学歴史館、勿来の関公
園「吹風殿」、市立美術館、草野心平記念文学館、草野心平生家、考古資料館、暮らしの伝承
郷、フラワーセンター、道の駅よつくら港（交流館は仮営業中）

状　況

再開済

いわき・ら・ら・ミュウ、石炭・化石館「ほるる」、いわきマリンタワー・三崎公園野外音楽堂
（７月中旬に再開予定）、海竜の里センター、アンモナイトセンター、松ヶ岡公園（遊具）、ク
リンピーの家（施設見学）、アクアマリンふくしま（７月15日㈮から再開予定）、塩屋埼灯台

休館中

施　設　名　称

宿泊施設など

ゆったり館（クアハウス・トレーニングルームのみ、宿泊施設は利用不可）、国民宿舎勿来の関
荘、田人おふくろの宿、新舞子ハイツ（ヘルスプール棟・グラウンド・体育館は休業中）、湯の
岳山荘

状　況

再開済

休館中

施　設　名　称

一 般 会 計

市民会館など

小名浜市民会館、勿来市民会館（会議室のみ利用可）、産業創造館（企画展示ホールは利用不
可）、生涯学習プラザ（大会議室・小会議室・研修室・情報交換コーナー・交流コーナー・生涯
学習情報コーナーのみ利用可）、視聴覚ライブラリー（総合図書館）、いわき平競輪場市民開放
施設サイクルハウス、労働福祉会館、勿来勤労青少年ホーム

状　況

再開済

芸術文化交流館アリオス（本館１階レストラン・ショップは営業中、８月１日㈪からキッズルー
ム・アリオスラウンジ・カンティーネ・アリオスカフェ、９月１日㈭から大リハーサル室・中
リハーサル室・スタジオ、10月19日㈬から大ホール・中劇場・小劇場、11月１日㈫から音楽小
ホール・別館各施設を再開予定）、常磐市民会館、市文化センター・プラネタリウム

休館中

施　設　名　称

いわきの里鬼ヶ城、遠野オートキャンプ場（７月６日㈬から再開予定）、平ユース・ホステル

８月６日㈯～８日㈪　平七夕まつり
▶時間／ところ　10時～21時／平商店街　
▶問い合わせ　平七夕まつり実行委員会
　☎25－9152
８月14日㈰・15日㈪　いわき回転櫓盆踊　
▶時間／ところ　17時30分～21時／内郷駅前広場
▶問い合わせ　いわき回転櫓盆踊実行委員会　☎26－1256
８月20日㈯　夏井川流灯花火大会
▶時間／ところ　18時～20時30分／平神
　橋下・夏井川河川敷
▶問い合わせ　夏井川流灯花火大会実行
　委員会　☎21－1957
※詳しくは、各実行委員会へお問い合わせください。

　震災の影響により沿岸地域の
がれき撤去に時間を要すること
や、今後も続くと思われる余震
による津波発生が懸念されるこ
となどから、今シーズンの市内
海水浴場の開設を見送りました。
　市民の皆
さんのご理
解とご協力
をお願いし
ます。

夏まつりカレンダー
　６月20日現在で、開催が決定しているイベントをお知ら
せします。

市内海水浴場の
開設を見送り
観光物産課観光振興係

☎22－7480
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　出荷制限・摂取制限の対象となっている農林水産物については、市場に出回ることはありません。
　なお、出荷制限・摂取制限となる品目は変更される場合がありますので、今後の報道などに注意し
てください。

農林水産物の出荷・摂取制限について

市民税課　☎22-7426・7427　資産税課　☎22-7430・7431・7432・7433・7434
　東日本大震災により大きな被害を受けた方について、申請により、平成23年度分の市県民税や固定
資産税、都市計画税を減免します。
▶受付開始日／受付時間　７月５日㈫／９時～17時
※市文化センターは土・日曜日、祝日も受け付けます。
▶受付場所　市文化センター総合窓口、各税務事務所・支所
▶必要となるもの　納税通知書または税額決定通知書、印鑑、本人確認ができるもの
※納税義務者以外の方が申請する場合は委任状、被災状況や被害状況が確認できるものが必要です。
※市県民税の場合は損害額や補てん額が分かる書類などが必要となります。
▼対象となる方　次の要件のいずれかを満たす方

市民税課 ☎22 7426 7427 資産税課 ☎22 7430 7431 7432 74

被災された方の市県民税・固定資産税・都市計画税を減免被災された方の市県民税・固定資産税・都市計画税を減免

日 常 生 活 と 放 射 線

（文部科学省ホームページ「日常生活と放射線」から抜粋）※１ミリシーベルト=1,000マイクロシーベルト

100,000

50,000

10,000

1,000

100

50,000マイクロシーベルト／年
放射線業務従事者および防災に
係る警察・消防従事者に認めら
れている上限

6,900マイクロシーベルト／回
胸部Ｘ線コンピュータ／断層
撮影検査（ＣＴスキャン）
（１回）

1,000マイクロシーベルト／年
一般公衆の線量限度（医療は
除く）

50マイクロシーベルト／回
胸のＸ線集団検診（１回）

2,400マイクロシーベルト／年
一人当たりの自然放射線
（年間：世界平均）

600マイクロシーベルト／回
胃のＸ線集団検診（１回）

放射線の量
（単位：マイクロシーベルト）



※詳しくは市民税課または資産税課にお問い合わせください。

市県民税

固定資産税・
都市計画税

①死亡した方　　　②生活保護法の生活扶助を受給した方
③障がい者となった方　　　④住宅または家財に３／10以上の損害があった方
⑤農作物の被害額が平年の３／10以上の方
⑥平成23年中の所得が前年の合計所得金額の３／10以上減少すると見込まれる方で市県民税
　の納付が困難と認められる方
※④～⑥については前年の合計所得金額が 1,000万円以下などの所得制限があります。

①土地の場合は被害面積が当該土地の面積の２／10以上であるとき
②家屋の場合は半壊以上であるとき
③償却資産の場合は価格の２／10以上の価値を減じたとき

○参考：出荷制限・摂取制限に係る暫定規制値 （単位：ベクレル／㎏）

区　　分

放射性ヨウ素

放射性セシウム

根菜・いも類
を除く野菜類

根菜・いも類
穀類

飲料水
（乳児用）

牛乳・乳製品
（乳児用）牛乳・乳製品魚介類 飲料水肉・卵・

その他

2,000 － 2,000 － 300

500 200

100 300 100

危機管理課　☎22-7551
　市では、６月13日から本庁舎と各支所の庁舎前で、放射線量の測定を実施しています。
　測定はいずれの地点でも地上１メートルと地上10センチメートルの高さで、毎日午前10時と午後３
時の２回にわたって行っています。
　なお測定結果については、毎日午後５時以降、市ホームページなどでお知らせしています。

本庁舎・各支所で放射線量の測定を開始

放射線量の推移（３月13日～６月19日）

水道局浄水課　☎22-9319
　国の原子力災害現地対策本部では、市内８カ所の浄水場から採取した水道水について放射性物質の
測定を実施していますが、４月４日以降、放射性物質の測定結果は全て不検出となっており、１歳未
満の乳児を含め全ての方に飲んでいただいて問題ありません。
▶検査物質　クロム51、マンガン54、コバルト58、鉄59、コバルト60、ジルコニウム95、ニオブ95、
　ルテニウム106、セシウム134、セシウム137、セリウム144、ヨウ素131、ヨウ素132など

水道水の放射性物質の測定結果（６月19日現在）

保健体育課保健給食係　☎22-7545
○測定場所：県いわき合同庁舎駐車場（平字梅本）

　市では６月１日から、全ての市立小中学
校・幼稚園において、簡易型積算線量計に
よる放射線量の測定を実施しています。
　これは、校内や園内で子どもたちと同じ
生活パターンで過ごしている教職員が簡易
型積算線量計を身に付け、登校時から下校
時までの積算線量を測定するもので、毎週、
各学校等での測定結果を市ホームページな
どで公表しています。

市立小・中学校・幼稚園に
おける積算放射線量を測定

放 射 線 に つ い て放 射 線 に つ い て放 射 線 に つ い て

○６月19日㈰の放射線量測定値 （単位：マイクロシーベルト／時間）

区　分

午前
10時

午後
３時

本庁舎（平）小名浜支所 勿来支所 常磐支所 内郷支所 四倉支所 遠野支所

0.19

0.22

0.18

0.20

0.10

0.13

0.11

0.13

0.18

0.19

0.17

0.19

0.30

0.30

0.24

0.25

0.21

0.21

0.21

0.22

0.16

0.13

0.16

0.18

0.11

0.11

0.11

0.11

地上１ｍ

地上10㎝

地上１ｍ

地上10㎝

区　分

午前
10時

午後
３時

小川支所 好間支所 三和支所 田人支所 川前支所 久之浜･大久支所

0.19

0.22

0.19

0.21

0.19

0.19

0.20

0.21

0.41

0.43

0.36

0.42

0.18

0.20

0.19

0.20

0.24

0.23

0.23

0.21

0.18

0.20

0.18

0.22

地上１ｍ

地上10㎝

地上１ｍ

地上10㎝
（計測機器：Polimaster社　PM1703MO-１）

23.72（３月15日㈫午前４時）

0.09（３月13日㈰午前９時）

0.24（６月19日㈰午前６時）

6.00（３月21日㈪午前11時）

※グラフはそれぞれの日における最高値をもとに作成。

放射線量

とき
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光
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３
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。
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◇
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４
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。
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す
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大
気
（
空
気
の
汚
れ
）

―
お
お
む
ね
良
好
―

　

市
内
十
七
カ
所
の
測
定
局

表1　大気汚染物質が環境基準を超えた日数

注 1：「－」は測定未実施。
注 2：南富岡局は二酸化いおうを測定しているが、工業専用
　　　地域のため、環境基準の評価対象外。

地区

平

小

　名

　浜

勿

　来

常磐
内郷

揚土
下神谷
平
田部
下川
滝尻
愛宕下
大原
鹿島
中原
南富岡
大高
上中田
花ノ井
金山
西郷
高坂

測定局名 二酸化
いおう

二酸化
窒　素

光化学オキ
シ ダント

浮遊粒子
状 物 質

一酸化
炭　素

0
0
－
0
0
0
0
0
0
１
－
0
0
0
0
0
0

0
0
0
－
－
0
0
0
0
－
－
－
0
－
－
0
0

51
63
－
－
－
42
52
73
62
－
－
－
73
－
－
69
48

0
－
0
－
－
0
1
0
－
－
－
－
－
0
－
0
－

－
－
0
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

（注1）

（注2）

表2　河川の水質の状況
　　　　　　　　　　　　　〔単位：mg/ℓ〕

注 1：環境基準は、河川水の用途などにより変わ
　　　ります。
注 2：（＊）は有害物質測定地点。

大久川

夏井川

好間川

仁井田川

藤原川

鮫川

蛭田川

蔭磯橋（＊注2）
久太夫橋
六十枚橋（＊）
岩穴つり橋
夏井川合流前（＊）
松葉橋（＊）
愛谷川橋（＊）
みなと大橋（＊）
井戸沢橋
鮫川橋（＊）
小塙橋
蛭田橋（＊）

1. 8
0. 8
1. 0
0. 6
1. 8
0. 9
1. 4
3. 3
0. 7
1. 0
2. 3
3. 4

2以下

3以下
2以下

5以下

2以下
3以下

5以下

水　　域 測 定 地 点 BOD
測定結果

環境基準値
(注1)

（上流）
（下流）
（上流）
（下流）

（上流）
（下流）

※
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化
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れ
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。
高

　
濃
度
に
な
る
と
、
呼
吸

　
器
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か
、
酸
性
雨
の
原
因
と

　
な
る

※

２▼光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

　
工
場
や
自
動
車
か
ら
の

　
排
出
ガ
ス
な
ど
が
、
太

　
陽
の
紫
外
線
に
照
射
さ

　
れ
て
発
生
す
る
も
の

※

３▼浮
遊
粒
子
状
物
質
　
工
　

　
場
や
自
動
車
か
ら
の
排

　
出
ガ
ス
の
ほ
か
、
火
山

　
な
ど
の
自
然
界
に
も
由

　
来
す
る
粒
子
状
の
物
質

※

４▼環
境
基
準
　
人
の
健
康
　

　
を
保
護
し
生
活
環
境
を

　
保
全
す
る
上
で
、
維
持

　
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

　
と
し
て
国
が
定
め
る
基

　
準

※

５▼Ｂ
Ｏ
Ｄ
　
水
中
の
有
機

　
物
が
微
生
物
の
働
き
に

　
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る
時

　
に
消
費
す
る
酸
素
の
量
。

　
値
が
大
き
い
ほ
ど
汚
れ

　
て
い
る

環
境
用
語
の
説
明
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ト
ピ
ッ
ク
ス

と
き　

７
月
16
日
㈯
〜
９
月

　

４
日
㈰

開
館
時
間　

９
時
30
分
〜
17

　

時
（
た
だ
し
７
・
８
月
の
金

　

曜
日
は
20
時
ま
で
。
い
ず
れ

　

も
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま

　

で
）

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
７

　

月
19
日
㈫
（
た
だ
し
７
月
18

　

日
㈪
、
８
月
15
日
㈪
は
開

　

館
）

観
覧
料　

一
般
＝
８
百
円
、

　

高
校
・
高
専
・
大
学
生
＝
４

　

百
円
、
小
・
中
学
生
＝
２
百

　

円

と
き　

７
月
９
日
㈯
〜
９
月

　

11
日
㈰

開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

　

（
た
だ
し
７
・
８
月
の
土
曜

　

日
は
20
時
ま
で
。
い
ず
れ
も

　

入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
７

　

月
19
日
㈫
（
た
だ
し
７
月
18

　

日
㈪
、
８
月
15
日
㈪
は
開

　

館
）

観
覧
料　

一
般
＝
４
百
20
円

　

高
校
・
高
専
・
大
学
生
＝
３

　

百
10
円
、
小
・
中
学
生
＝
百

　

50
円

○
太
鼓
コ
ン
サ
ー
ト
「
た
い
こ

　
さ
ん
と
太
鼓
で
ど
ん
ど
こ
ど

　
ん
」

と
き　

７
月
30
日
㈯　

14
時

　

〜
15
時

出
演　

長
野
ヒ
デ
子
さ
ん
、

　

鼓
響
会

○
「
た
い
こ
さ
ん

　
え
ほ
ん
ら

　
い
ぶ
」

と
き　

７
月
31
日
㈰　

14
時

　

30
分
〜
15
時
30
分

出
演　

長
野
ヒ
デ
子
さ
ん
、

　

西
村
直
人
さ
ん

と
き　

７
月
16
日
㈯
〜
８
月

　

21
日
㈰

開
園
時
間　

９
時
〜
17
時

　

（
入
園
は
16
時
30
分
ま
で
）

休
園
日　

毎
週
火
曜
日
（
た

　

だ
し
８
月
16
日
㈫
は
開
園
）

観
覧
料　

一
般
＝
３
百
20
円
、

　

高
校
・
高
専
・
大
学
生
＝
２

　

百
10
円
、
小
・
中
学
生
＝
百

　

60
円

講
座
名
／
と
き

磐
城
平
城
下
の
町
Ⅱ

暮
ら
し
の
伝
承
郷
　
　

☎
29
•
２
２
３
０

夏
休
み
中
の
体
験
学
習

考
古
資
料
館
　
　
　
　

☎
43
•
０
３
９
１

福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

市
立
美
術
館
　

　
　
☎
25
•
１
１
１
１

長
野
ヒ
デ
子
絵
本
原
画
展

草
野
心
平
記
念
文
学
館

☎
83
•
０
０
０
５

ジ
ャ
ミ
ニ
・
ロ
イ
「
母
と
子
」

制
作
年
不
詳
（
福
岡
ア
ジ
ア
美

術
館
所
蔵
）

長野ヒデ子「せとうちた
いこさん　パーティーい
きタイ」平成13年童心社

平城外堀出土の角皿

まが玉づくりを体験

①
自
由
研
究
に
挑
戦
し
よ
う
／

　

７
月
23
日
㈯
、
８
月
６
日
㈯

②
夏
休
み
体
験
学
習
会
／
７
月

　

24
日
㈰
、
８
月
14
日
㈰

③
ま
が
玉
づ
く
り
体
験
／
７
月

　

23
日
㈯
・
30
日
㈯
・
31
日
㈰
、

　

８
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
・
13

　

日
㈯
・
15
日
㈪
・
16
日
㈫
・

　

20
日
㈯
・
21
日
㈰

時
間　

①
＝
10
時
〜
正
午

　

②
③
＝
９
時
30
分
〜
11
時
30

　

分
、
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

対
象　

①
＝
小
学
生　

②
③

　

＝
小
学
生
以
上

募
集
人
員　

①
＝
20
人　

②

　

③
＝
各
回
20
人
程
度
（
い
ず

　

れ
も
先
着
順
）

参
加
費　

無
料
（
材
料
代
別

　

途
）

募
集
方
法　

①
＝
事
前
に
電

　

話
で　

②
③
＝
当
日
同
館
窓

　

口
で

教育文化施設の
　企画展・体験学習を紹介



ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療

費
受
給
者
証
の
更
新
を

　

保
健
福
祉
課
社
会
係

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
４
５
１

　

現
在
交
付
し
て
い
る
医
療
費

受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
７

月
31
日
㈰
で
す
。

　

７
月
下
旬
か
ら
８
月
に
か
け

て
更
新
の
お
知
ら
せ
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
８
月
31
日
㈬
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
22
年
分
の
所
得
の
申
告
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お
知
ら
せ

お 知 ら せ
Information

　広報広聴課広報係　　　☎22－7402
　　　　　　　　　　　　　22－7469

▶市政情報番組「いわきWith」
　毎週月曜日　19：00～19：30
　毎週土曜日　８：30～９：00(再放送)

▶GOOD DAY いわき プラス
　月～金曜日　7：44～／12：10～

※市政情報番組「いわきＷｉｔｈ」と
　「ＧＯＯＤ　ＤＡＹ いわき プラス」
　は、震災関連情報に振り替えて放送す
　る場合があります。 

▶古紙回収実施の有無（当日に放送）
　回収日が月～金曜日　　　７：43ごろ
　回収日が土曜日　　　　　７：59ごろ
※パソコンからインターネットを通じて、
　いわき市民コミュニティ放送を聴くこ
　とができます。詳しくは、同放送の
　ホームページ（「ＦＭいわき」で検
　索）をご覧ください。

福島中央テレビ　７月16日㈯　９：25～
福島放送　　　　　　17日㈰　11：45～
福島テレビ　　　　　17日㈰　13：55～
テレビユー福島　　　23日㈯　９：25～
※放映日時は変更となる場合があります。

市
政
だ
よ
り

いわき市の
人口と面積

　人　口　336, 062人　（－1,139）

　世帯数　127, 504世帯（－ 308）

　面　積　1, 231. 35㎢

　平成23年６月１日現在／(前月比）

今月の納期（納期限８月１日㈪）

い
わ
き
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
（

　
　
　）

76・
２
M㎐

固定資産税・都市計画税　　　第１期
軽自動車税

※余震の影響などにより、内容が変更と
　なる場合があります。

ふ
く
し
ま
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス

　

ふ
く
し
ま
地
域
共
同
就
職
支

　

援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
４
・

　

９
７
３
・
５
２
９
２

と
き　

８
月
10
日
㈬　

①
就

　

職
セ
ミ
ナ
ー
＝
10
時
30
分
〜

　

正
午　

②
合
同
企
業
説
明
会

　

＝
13
時
〜
16
時

と
こ
ろ　

い
わ
き
ワ
シ
ン
ト

　

ン
ホ
テ
ル
椿
山
荘

対
象　

平
成
24
年
３
月
卒
業

　

予
定
の
大
学
生
の
方
な
ど
や
、

　

平
成
21
年
３
月
以
降
に
大
学

　

な
ど
を
卒
業
さ
れ
た
未
就
職

　

者
の
方

※
①
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
。
　

が
必
要
な
方
で
、
ま
だ
申
告

　

を
し
て
い
な
い
方
は
、
受
給

　

者
証
を
更
新
す
る
こ
と
が
で

　

き
ま
せ
ん
の
で
、
至
急
申
告

　

を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
税
課
市
民
税
第
三
係

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
４
２
８

○
被
災
車
両
の
代
替
車
両
の
軽

　

自
動
車
税
を
非
課
税
に

　

震
災
に
よ
り
被
災
し
た
車
両

の
所
有
者
が
、
本
年
３
月
11
日

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
16
日
〜
25
日

　
①
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
　
②
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
根
絶

　
③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進 か

ら
平
成
25
年
４
月
１
日
ま
で

に
取
得
し
た
軽
自
動
車
等
で
一

定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
平
成
23
年
度
分
か

ら
平
成
25
年
度
分
の
軽
自
動
車

税
が
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

○
障
が
い
の
あ
る
方
に
対
す
る

　

軽
自
動
車
税
の
減
免

　

一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税

を
減
免
し
ま
す
。

申
請
期
限　

７
月
25
日
㈪

○
案
内
（
共
通
）

　

申
請
方
法
な
ど
は
同
課
へ
。
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お
知
ら
せ

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

☎
21
・
８
１
４
９

○
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方

　

の
国
民
年
金
保
険
料
を
７
月

　

末
ま
で
の
申
請
に
よ
り
免
除

対
象　

住
宅
な
ど
の
財
産
の

　

お
お
む
ね
２
分
の
１
以
上
の

　

損
害
を
受
け
た
方
、
ま
た
は

　

本
年
３
月
11
日
時
点
で
市
内

　

に
住
所
を
有
し
て
い
た
方

承
認
期
間　

本
年
２
月
〜
６

　

月
（
本
年
７
月
以
降
は
再
度
、

　

申
請
が
必
要
で
す
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

年

　

金
手
帳
、
印
鑑
（
３
月
12
日

　

以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、

　

平
成
21
年
の
所
得
額
課
税
額

　

証
明
書
も
必
要
と
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
）

※
承
認
期
間
に
対
す
る
年
金
の

　

給
付
は
、
満
額
給
付
の
２
分

　

の
１
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
23
年
度
国
民
年
金
保
険

　

料
の
免
除
申
請
を
７
月
か
ら

　

受
け
付
け
開
始

対
象　

前
年
の
所
得
が
一
定

　

基
準
以
下
の
方
、
失
業
し
た

　

方
な
ど

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

年

　

金
手
帳
、
印
鑑
、
他
の
市
町

　

村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
は
、

　

前
年
（
平
成
22
年
）
の
所
得

　

額
課
税
額
証
明
書
、
失
業
な

　

ど
の
場
合
は
、
雇
用
保
険
受

　

給
資
格
者
証
の
写
し
な
ど

※
継
続
申
請
が
認
め
ら
れ
て
い

　

な
い
方
は
毎
年
度
、
窓
口
で

　

の
申
請
が
必
要
で
す
。

※
平
成
22
年
度
（
平
成
22
年
７

　

月
分
〜
平
成
23
年
６
月
分
）

　

の
受
け
付
け
は
７
月
末
ま
で

　

と
な
り
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

各
種
講
座
の
受
講
生
な
ど

　
　
　
　
　

☎
22
・
５
６
６
７

○
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

　

開
催

と
き　

７
月
16
日
㈯
・
17
日

　

㈰　

10
時
〜
16
時

内
容　

①
展
示
＝
夏
の
キ
ノ

　

コ
の
展
示
・
相
談
会
、
山
野

　

草
、
押
し
花
絵
、
ボ
タ
ニ
カ

　

ル
ア
ー
ト
な
ど　

②
体
験
＝

　

押
し
花
絵
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
・

　

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ト
ル
・
寄
せ
植

　

え
作
成
な
ど

○
各
種
講
座
の
受
講
生
を
募
集

講
座
名
／
と
き　

①
サ
マ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ト
ル
を

　

作
ろ
う
／
７
月
24
日
㈰

②
親
子
で
夏
休
み
の
自
由
研
究

　

に
挑
戦
し
よ
う
／
７
月
31
日

　

㈰
③
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
を
歩
こ

　

う
／
８
月
６
日
㈯
（
雨
天
の

　

場
合
は
中
止
）　

④
野
生
キ
ノ
コ
の
見
分
け
方
／

　

８
月
10
日
㈬

時
間　

①
②
＝
10
時
〜
正
午

　

③
＝
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

④
＝
９
時
30
分
〜
15
時

募
集
人
員　

①
＝
20
人　

②

　

＝
親
子
15
組
30
人
程
度
（
子

　

ど
も
は
小
学
生
以
上
）　

③

　

④
＝
30
人
（
い
ず
れ
も
先
着

　

順
）

参
加
費　

①
＝
２
千
円　

②

　

＝
１
組
５
百
円　

③
＝
無
料

　

④
＝
千
５
百
円
（
教
材
希
望

　

の
方
は
３
百
円
別
途
）

募
集
方
法　

①
②
④
＝
７
月

　

15
日
㈮
９
時
か
ら
電
話
で　

　

③
＝
当
日
同
セ
ン
タ
ー
窓
口

　

で

　　　　　　　　　市民協働課協働推進係　☎21－8101
　市では、市民活動団体の皆さんが自ら企画立案し、実
施する復興事業に対し、経費の一部を補助しています。
○明日をひらく人づくり事業
▶対象　災害からのまちの復興や地域経済・産業の再生
　を担う人材を育てるための研修や交流事業
▶補助限度額　50万円（補助対象経費の２／３以内）
▶申請期限　随時受け付け
○まち・未来創造支援事業
▶対象　震災からの復興に向けて取り組む市民活動やま
　ちの復興に向けた地域振興施設等の修繕など
▶補助限度額　500万円（市民活動は100万円、補助対象
　経費の４／５以内）
▶申請期限　事業を着手しようとする月の前月の初日
○案内（共通）
▶申込方法　同課に事前相談の上、申請書などを同課へ
　提出（申請書は市ホームページからも入手可）

震災復興の人づくり・まちづくり活動を支援
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お
知
ら
せ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ

ジ
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

☎
56
・
０
７
１
１

　
　
　
　
　

56
・
０
７
５
１

　

Ｅ
メ
ー
ル　

info@
iw
aki-

　
　
　
　
　
　

cc.ac.jp

○
学
校
見
学
会
（
オ
ー
プ
ン
カ

　

レ
ッ
ジ
）
の
参
加
者
を
募
集

と
き　

７
月
29
日
㈮
・
30
日

　

㈯　

９
時
〜
14
時

内
容　

３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
ソ
フ
ト
や

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト
の
操
作
体
験

　

な
ど

応
募
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

○
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
受
講
生
を

　

募
集

講
座
名
／
と
き　

①
ワ
ー
ド

　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
／
７
月
25

　

日
㈪
〜
29
日
㈮　

②
エ
ク
セ

　

ル
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
／
８
月

　

１
日
㈪
〜
５
日
㈮

時
間　

18
時
〜
20
時
30
分

受
講
料　

各
９
千
円
（
い
ず

　

れ
も
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
講
座

　

名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

　

な
）
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

　

番
号
を
記
入
し
、
〒
９
７
１

　
―
８
１
８
５　

泉
町
四
丁
目

　

13
―
12　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

　

カ
レ
ッ
ジ
へ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

　

メ
ー
ル
も
可
）

応
募
期
限　

講
座
開
始
日
の

　

７
日
前
（
必
着
）

「
Ｏ
１
５
７
」
（
腸
管
出

血
性
大
腸
菌
）
に
注
意
を

　

保
健
所
地
域
保
健
課
感
染
症

　

対
策
係　

☎
27
・
８
５
９
５

　

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
『
Ｏ
１

５
７
』
な
ど
の
感
染
症
が
増
加

す
る
季
節
で
す
。

　

十
分
な
手
洗
い
を
実
施
す
る

ほ
か
、
食
品
の
取
り
扱
い
に
注

意
し
、
予
防
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

　　　　　　総合図書館　☎22－5552
　市立図書館では、市民の皆さんの利
便性向上と交流人口拡大のため、茨城
県北４市との広域利用を７月から開始
しました。これにより、本市と茨城県
日立市・常陸太田市・高萩市・北茨城
市の市民の皆さんは、各市が設置して
いるどの図書館でも図書などを借りる
ことができるようになりました。
　ぜひ、活用してください。
▶利用できる茨城県の図書館　
　日立市立記念・多賀・十王図書館、
　常陸太田市立図書館・金砂郷分室・
　水府分室・里美分室、高萩市立図書
　館、北茨城市立図書館

茨城県北４市の図書館と
広域利用を開始

　　　　　国保年金課調査給付係　☎21－8138
　　　　　　　　　高齢者医療係　☎21－8143
　７月１日から、次の要件に該当する方が医療
機関を受診した際の窓口負担が免除となるため
には「一部負担金等免除証明書」の提示が必要
になりますので、申請してください。
▶該当要件
　①住宅の全半壊・全半焼、これに準ずる被災
　②主たる生計維持者が死亡
　③主たる生計維持者が重篤な傷病
　④主たる生計維持者が行方不明
　⑤生計維持者が業務を休廃止、失職し現在収
　　入がない方（自己都合の退職は除く）
▶申請窓口　国保年金課、各支所・市民サービ
　スセンター
▶申請に必要なもの　被保険者証、印鑑など
※添付書類など、詳しくは同課へ。

被災された国民健康保険・後期高齢者医療
保険加入者の一部負担金等を免除

　　　　　　　　職員課人事係　☎22－7403
▶受付期間　７月19日㈫～８月５日㈮
▶受験案内配布開始日　７月15日㈮
※詳しくは、後日市ホームページや回覧など
　でお知らせします。
※初級職試験は９月25日㈰、身体障がい者対
　象の採用試験は11月中旬ごろに実施予定。

市職員行政職（上級職）等採用試験８/21㈰
実　　施
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お
知
ら
せ

保
健
所
地
域
保
健
課
精
神

保
健
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

☎
27
・
８
５
５
７

○
心
の
健
康
相
談

小
名
浜
公
民
館　

７
月
19
日

　

㈫　総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

７
月
26
日
㈫
、
８
月
９
日
㈫

勿
来
支
所　

８
月
２
日
㈫　

時
間　

13
時
15
分
〜
16
時
30

　

分
○
う
つ
に
関
す
る
面
接
相
談

と
き　

８
月
11
日
㈭　

13
時

　

15
分
〜
16
時
15
分

と
こ
ろ　

総
合
保
健
福
祉
セ

　

ン
タ
ー

○
案
内
（
共
通
）

申
込
方
法　

事
前
に
電
話
か

　

窓
口
で

保
健
所
地
域
保
健
課
母
子

保
健
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

☎
27
・
８
５
９
７

○
歯
周
病
予
防
相
談

と
き　

７
月
19
日
㈫
、
８
月

　

１
日
㈪　

９
時
30
分
・
10
時

　

30
分
・
13
時
30
分
・
14
時
30

　

分
○
歯
ピ
カ
リ
教
室

と
き　

７
月
26
日
㈫
、
８
月

　

４
日
㈭　

10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

１
歳
前
後
の
お
子
さ

　

と
保
護
者

○
案
内
（
共
通
）

と
こ
ろ　

総
合
保
健
福
祉
セ

　

ン
タ
ー

申
込
方
法　

電
話
で

○
母
子
健
康
相
談

勿
来
市
民
会
館　

７
月
19
日

　

㈫　

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

小
名
浜
市
民
会
館　

７
月
22

　

日
㈮　

９
時
30
分
〜
10
時
30

　

分上
平
多
目
的
集
会
所　

８
月

　

３
日
㈬　

９
時
30
分
〜
10
時

　

30
分

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

８
月
８
日
㈪　

９
時
30
分
〜

　

10
時
30
分
、
13
時
30
分
〜
14

　

時
30
分

四
倉
支
所　

８
月
８
日
㈪　

　

９
時
30
分
〜
11
時

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ　

　

８
月
10
日
㈬　

９
時
30
分
〜

　

11
時

○
授
乳
（
お
っ
ぱ
い
）
相
談

勿
来
市
民
会
館　

７
月
19
日

　

㈫小
名
浜
市
民
会
館　

７
月
22

　

日
㈮　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

８
月
８
日
㈪

時
間　

９
時
30
分
〜
11
時
30

　

分申
込
方
法　

電
話
で

　都市計画課計画係　☎22－7511
　津波により被害を受けた沿岸部
では、防潮堤などが破損しており、
台風、高潮などによる二次災害の
危険性が非常に高くなっています。
　津波浸水区域で被災された皆さ
んの中で同じ場所に住宅の再建を
考えている方は、被災地区別の復
興計画の方向性が決定するまでの
間、建物の応急的な修繕を除き、
建築行為（新築・増築など）を自
粛するよう協力をお願いします。

東日本大震災の津波浸水区域
における建築行為（新築・増
築）の自粛のお願い

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　　　　　　　アリオスチケットセンター　☎22－5800
○おでかけアリオス落語会を開催
▶とき　７月14日㈭　10時30分～11時30分
▶ところ　上遠野公民館
▶出演者　立川らく次、らく太、らく兵
○ドラマリーディングワークショップの参加者を募集
▶とき　９月23日㈮・24日㈯　15時
　～18時（24日は10時～18時）
▶対象　高校生以上
▶募集人員　30人程度（先着順）
▶参加費　1,000円
▶応募方法　７月16日㈯から電話で
※劇作家トーク＋ワークショップ発表会を９月24日㈯15
  時30分から開催します（事前予約は不要）。
○いわき・わくわく・キッズミーティングを開催
▶とき　９月19日㈪　10時～15時
▶対象／募集人員　市内在住の小学生／50人（先着順）
▶応募方法　７月16日㈯から電話で

芸術文化交流館からのお知らせ
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健
康
教
室

【
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
化
】

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
、

ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
司
令
塔
で
あ
る
脳
の
視

床
下
部
・
下
垂
体
か
ら
の
指
令
で
、
卵
巣

を
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
泌
さ
れ
ま

す
。
卵
巣
機
能
が
低
下
し
て
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
の
分
泌
が
減
少
す
る
と
、
視
床
下
部
・

下
垂
体
は
卵
巣
を
刺
激
し
よ
う
と
フ
ル
稼

働
し
、
特
に
卵
胞
刺
激
ホ
ル
モ
ン
（
Ｆ
Ｓ

Ｈ
）
が
増
加
し
て
い
き
ま
す
。
視
床
下
部

は
自
律
神
経
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
中
枢

で
も
あ
り
、
働
き
過
ぎ
て
パ
ニ
ッ
ク
を
起

こ
す
と
、
そ
の
影
響
で
自
律
神
経
の
バ
ラ

ン
ス
も
崩
れ
ま
す
。
の
ぼ
せ
、
ほ
て
り
、

イ
ラ
イ
ラ
な
ど
の
更
年
期
障
害
は
、
こ
の

よ
う
な
自
律
神
経
の
失
調
状
態
か
ら
起
き

る
症
状
で
す
。

　

日
本
人
の
死
因
の
第
一
位
は
が
ん
で

す
。
お
よ
そ
三
人
に
一
人
が
、
が
ん
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
肺
が
ん

に
よ
る
死
亡
の
増
加
が
著
し
く
、
一
九

九
八
年
に
は
胃
が
ん
を
抜
い
て
第
一
位

に
な
り
、
今
で
は
年
間
六
万
五
千
人
を

超
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

肺
が
ん
は
、
せ
き
や
血
痰
な
ど
の
自

覚
症
状
で
気
付
い
た
と
き
に
は
す
で
に

進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
手
術
も

困
難
と
な
り
、
完
全
に
治
す
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
肺
が
ん

検
診
な
ど
に
よ
り
、
早
期
に
発
見
し
早

期
に
治
療
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で

す
。

　

肺
が
ん
検
診
に
は
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
写
真
と
喀
痰
細
胞
診
の
二
つ
の
検
査

方
法
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
肺
が
ん
は

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
発
見
で
き
ま

す
が
、
肺
の
根
元
の
比
較
的
太
い
気
管

支
に
発
生
す
る
中
心
型
早
期
肺
が
ん
は
、

心
臓
や
大
血
管
に
重
な
る
た
め
胸
部
写

真
で
発
見
す
る
の
は
困
難
で
す
。
こ
の

狭
心
症
に
つ
い
て

Ｑ　

狭
心
症
と
は
何
で
す
か
。

Ａ　

心
臓
は
休
み
な
く
全
身
に
酸
素
や
栄

養
を
含
ん
だ
血
液
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

心
臓
自
身
に
血
液
を
運
ぶ
血
管
（
冠
動

脈
）
が
動
脈
硬
化
や
血
栓
、
け
い
れ
ん
な

ど
で
狭
く
な
る
と
、
運
動
し
た
り
ス
ト
レ

ス
が
か
か
っ
た
際
に
必
要
な
血
液
が
流
れ

な
く
な
り
ま
す
。
こ
う
な
る
と
心
臓
は
一

時
的
に
血
液
（
酸
素
・
栄
養
）
不
足
と
な

り
、
危
険
信
号
と
し
て
胸
痛
な
ど
の
症
状

が
出
現
し
ま
す
。
病
状
が
安
定
し
て
い
る

狭
心
症
と
、
急
性
心
筋
梗
塞
に
移
行
し
や

す
い
不
安
定
狭
心
症
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

Ｑ　

ど
の
よ
う
な
症
状
で
す
か
。

Ａ　

胸
や
背
中
、
左
肩
、
左
腕
な
ど
に
痛

み
や
圧
迫
感
、
重
い
感
じ
な
ど
が
出
現
し

ま
す
。
冷
や
汗
や
気
分
不
快
、
吐
き
気
な

ど
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の
場

【
更
年
期
と
更
年
期
障
害
】

　

更
年
期
と
は
、
五
十
歳
前
後
に
訪
れ
る

閉
経
を
挟
ん
だ
前
後
約
十
年
間
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
は
、
加
齢
に
よ

る
卵
巣
機
能
の
衰
え
に
よ
っ
て
、
女
性
ホ

ル
モ
ン
（
特
に
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）
が
急
激

に
減
少
す
る
た
め
、
心
や
体
に
さ
ま
ざ
ま

な
症
状
が
現
れ
ま
す
。
こ
れ
が
更
年
期
障

害
で
す
。

【
月
経
の
異
常
】

　

更
年
期
の
兆
候
と
し
て
最
初
に
見
ら
れ

る
の
が
月
経
不
順
で
す
。
ま
ず
月
経
周
期

が
短
く
な
り
、
月
経
量
が
少
な
く
な
る
の

が
一
般
的
で
す
。
そ
し
て
少
し
ず
つ
間
隔

が
長
く
な
り
、
不
規
則
な
周
期
が
続
い
た

後
に
閉
経
を
迎
え
ま
す
。
最
終
月
経
か
ら

一
年
間
月
経
が
な
け
れ
ば
閉
経
で
す
。

更
年
期
障
害
っ
て
何
？

産婦人科医療録　② 循環器科②けんこうQ&A

肺
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

合
、
症
状
は
一
時
的
で
す
が
、
重
症
で
は

呼
吸
困
難
な
ど
も
出
現
し
ま
す
。
冠
動
脈

が
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
て
生
じ
る
狭
心
症

で
は
、
主
に
早
朝
に
症
状
が
出
現
し
ま
す
。

Ｑ　

ど
の
よ
う
な
治
療
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ　

狭
く
な
っ
た
冠
動
脈
を
広
げ
る
薬
や

血
液
を
さ
ら
さ
ら
に
す
る
薬
、
心
臓
の
筋

肉
を
少
し
休
ま
せ
る
薬
な
ど
に
よ
る
治
療

が
基
本
で
す
。
狭
く
な
り
過
ぎ
た
冠
動
脈

を
風
船
や
金
網
で
広
げ
る
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
、
冠
動
脈
に
別
の
血
管
を
つ
な
ぐ
バ
イ

パ
ス
手
術
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　

日
常
生
活
で
の
注
意
点
は
何
で
す
か
。

Ａ　

血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
か
っ

た
り
、
糖
尿
病
な
ど
が
あ
れ
ば
治
療
が
必

要
で
す
。
肥
満
や
塩
分
の
取
り
過
ぎ
に
注

意
し
、
過
労
を
避
け
禁
煙
が
必
要
で
す
。

か
か
り
つ
け
の
医
師
と
よ
く
相
談
し
て
治

療
を
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。

け
っ
た
ん

か
く
た
ん

た
め
、
五
十
歳
以
上
の
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー

カ
ー
（
一
日
当
た
り
の
た
ば
こ
の
本
数

×
喫
煙
年
数
＝
六
百
以
上
）
や
血
痰
が

出
た
人
は
、
喀
痰
細
胞
診
も
同
時
に
受

け
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
厚

生
労
働
省
の
肺
が
ん
検
診
研
究
班
に
よ

る
と
「
肺
が
ん
検
診
を
す
る
と
、
肺
が

ん
に
よ
る
死
亡
の
危
険
性
が
三
十
〜
六

十
％
減
少
す
る
」
と
い
う
研
究
結
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
新
し
い
が
ん
対
策
基

本
法
で
も
、
が
ん
の
死
亡
率
を
減
少
さ

せ
る
た
め
に
は
、
が
ん
検
診
の
受
診
率

を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
民
生
活

基
礎
調
査
か
ら
の
推
定
に
よ
る
と
、
わ

が
国
の
肺
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
対
象

者
の
二
十
％
以
下
と
非
常
に
低
く
、
そ

の
た
め
、
肺
が
ん
で
亡
く
な
る
人
は
毎

年
増
加
し
て
い
る
と
い
う
残
念
な
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

肺
が
ん
で
命
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
も
、
肺
が
ん
検
診
を
毎
年

受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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休
日
当
番
医
な
ど

休日 当番医

休日 歯科診療

日曜 小児専門当番医

9 時～12時
13時～16時

9時～12時

（受付終了時間１５時３０分）

休日救急歯科診療所
（総合保健福祉センター内）　　☎２７－８６２０

8
月

3日
㈰

17日
㈰

31日
㈰

24日
㈰

7日
㈰

14日
㈰

10日
㈰

7
月

8
月

7
月

７日、14日・15日・16日、21日、28日

３日、10日、17日・18日、24日、31日

渡辺クリニック
25－1170（平字南町）

こどもクリニックすずき
56－6336（泉町）

おおはらこどもクリニック
63－0001（東田町）

むらまつ小児科
72－0707（常磐関船町）

やまぎわこどもクリニック
28－8686（郷ケ丘）

相原小児科医院
26－5551（内郷御厩町）

いわき草木台総合クリニック
28－1145（草木台）

休日当番医・日曜当番医・休日歯科診療休日当番医・日曜当番医・休日歯科診療

小名浜生協病院
なこそ病院
渡辺産科婦人科
石井脳神経外科・眼科病院
矢吹病院
いわき湯本病院
かしま病院
こじま内科
常磐腎ひ尿器クリニック
洋向台クリニック
松崎内科
かもめクリニック
みちや内科胃腸科
櫛田病院
箱崎医院
石井医院
こうじま慈愛病院
織内医院
くさのクリニック
なこそ病院
常磐病院
中村病院
呉羽総合病院
渡辺婦人科内科クリニック
いわき湯本病院

櫛田病院

7
月
3
日
㈰

8
月
7
日
㈰

24
日
㈰

31
日
㈰

14
日
㈰

10
日
㈰

17
日
㈰

18
日
㈪

小名浜岡小名

勿 来 町

常 磐 関 船 町

小 名 浜 林 城

佐 糠 町

常 磐 湯 本 町

鹿島町下蔵持

遠野町上遠野

常磐下船尾町

永 崎

植 田 町

草 木 台

小 名 浜 住 吉

植 田 町

常 磐 関 船 町

小 名 浜

錦 町

常 磐 関 船 町

泉 玉 露

勿 来 町

常磐上湯長谷町

小 名 浜 大 原

錦 町

東 田 町

常 磐 湯 本 町

植 田 町

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

53－4374

65－7755

42－4567

58－3121

63－1818

42－3188

58－8010

74－1500

43－1200

73－1545

63－3358

28－1010

58－4180

63－3202

42－3131

54－5330

63－5141

44－1133

56－1060

65－7755

43－4175

53－3141

63－2181

77－2772

42－3188

63－3202

●かかりつけ医をもちましょう
●コンビニ受診はやめましょう
●救急車は適正に利用しましょう

※このほかにも休日に診療している医療機関
　がありますので、あらかじめかかりつけの
　医療機関などで確かめてください。

※変更となる場合がありますので、事前に当
　番医療機関、または消防署（☎23－0119）
　へお問い合わせください。市ホームページ
　でも公開していますのでご覧ください。

休日夜間急病診療所
（総合磐城共立病院内）
☎27－1208
平　日　20時～24時
土曜日　20時～翌日７時
休　日　９時～24時

県放射線に関する問い合わせ窓口
☎024－521－8127
毎日　８時30分～21時

☎024－521－3790または
　♯8000（プッシュ回線・携帯電話）
毎日　19時～翌朝８時

県こども救急電話相談

休日救急歯科診療所
（総合保健福祉センター内）

雇用促進
住宅
●

常
磐
線

国道
 6 
号

国
道４９号

御厩小
文

休日夜間急病診療所
（総合磐城共立病院内）

休日救急歯科診療所
（総合保健福祉センター内）

休日夜間急病診療所
（総合磐城共立病院内）

北

御厩小

15
日
㈪


